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 イベントやグルメ、史跡など、中野の魅力をまるごと(まるっと)発信している 
 中野区公式観光サイト「まるっと中野」をご存じですか。
 今号では、サイト内でまちのお店や散歩コースを紹介している区民レポーターの方に話を聞きました。

▲桃園川緑道のタイル絵。たどってい
くと物語がつながります

▲記事はスマートフォンからもご覧に
なれます

あふれるまちの魅力を伝えたい
▲取材先（ビア ホイ チョップ）の店内

　まるっと中野では、区民レポーターの記事の他にも、次のような幅広い情報を
発信中。ぜひ、右記二次元コードからご覧ください。

●お持ち帰り＆出前推進事業
中野区商店街連合会の協力を得て、区内
飲食店のテイクアウトや出前サービスを
紹介。エリアごとにお店を検索できます

●中野人
中野にゆかりのある方へのイン
タビュー記事。まちへの熱い思い
を聞きました

▲︎まるっと
中野HP

刑務所跡地～社会貢献に繋
つな
がる手

づくり逸品
「キャピックショップなかの」
刑務所で製作した、安くて高品質
な商品を購入できます
新井3-37-2 ☎（3319）0677

「空が見たい」を叶
かな
える場所

「南台いちょう公園」
人工芝の運動広場や草地広場など
合わせて約1万㎡あり開放的。沿
道の並木の紅葉も楽しめます
南台1-15

大人も子どもも楽しめる、
昔懐かし駄菓子屋「ぎふ屋」
西武新宿線の新井薬師前駅から徒
歩1分。昭和24年創業、昔ながら
の駄菓子屋さん
上高田5-44-3 ☎（3389）4281

現在、4人のレポーターが活動中。これまでの記事から特にアク
セス数の多かった場所を紹介します

取材を通して愛着が深まりました
　区報で区民レポーターの募集記事を
見たのが、活動のきっかけです。旅行
記事ライターの経験があり、大好きな
中野の魅力を伝えられたらと思いまし
た。友人のおすすめや雑誌を見て気に
なったお店を地図アプリにまとめるの
が好きで、それが記事作りにも生きて
います。
　取材では店員さんや普段はお店にい
ないオーナーから、いろんな話を聞け
るのが楽しいです。お店の成り立ちや
こだわり、メニュー開発の苦労といっ
た裏話を知ると、愛着が深まります。
記事に使う写真を撮る時は「あの場所
にこんなお店があったのか」と思って
もらえるように、あえて周りの風景を
入れる工夫も。

さりげない意匠と多様性が
まちの魅力
　区民レポーターになって、まちをよ
く観察するようになると、区内の道や
フェンスなどの意匠が凝っていること
に気付いたんです。例えば、桃園川緑
道(中野3-11先～中央1-12先)のタ
イル絵。西側からは桃太郎やかぐや姫、

東側からは浦島太郎が順番に見られる
ようになっています。さりげないデザ
インの工夫がまちに溶け込んでいると
ころが、すてきだなと思います。
　また、多様性も魅力の一つ。中野ブ
ロードウェイで区内の小学校の書き初
めが展示されていましたが、半紙に書
かれた名前を見て、いろんな国の子ど
もたちがいることに驚きました。実は
夫がスコットランド人なのですが「(中
野では)周りと同じようにしなければ、
という圧力を感じなくて楽」と言って
います。駅や公園でも、国籍に関係な
くいろんな人が自然にまちになじんで
いますね。

読者が足を延ばすきっかけに
　中野に住んで4年経つのですが、行っ
たことのないエリアはまだまだあります。
いつもより少しだけ寄り道して初めて
の場所に行ってみたら、お気に入りの
お店を見つけたこともありました。
　中野は少し足を延ばすだけで面白い
ことがあふれているまちだと思います。
これからも中野の魅力を伝え、読者の
行動範囲を広げるきっかけになるよう
な記事を書いていきたいです。

他にもいろいろ　まるっと中野をご覧ください

区民レポーターの記事を よりぬき

中野の魅力を
まるっと発信
区民レポーター

Bia Hoi Chop （ビア ホイ チョップ） 
中野5-53-1栗原ビル1F
☎︎（5942）4532

奥山さん(新井在住)
今年度から区民レポーターとして活
動。趣味は旅行と読書

▲開放的なテラス席と木のデッキが目印 ▲一番人気「牛スジとトマトのフォー」

以前、私がまるっと中野に
投稿したお店を改めてご紹介。
海外旅行をした気分になれる
おすすめのお店です

　友人のおすすめで知り、普段からよ
く行くお気に入りのお店。しじみスー
プなど、季節ごとのメニューもあって
毎回来るのが楽しみです。現地で買い
付けている小物や家具もすてきです。
　フォーは、日本の米粉を使った珍し
い生麺が特徴。オーナーがベトナムで

フォーを食べた時に「日本の米で作っ
たらもっとおいしいのでは」というひ
らめきから、麺づくりをスタート。「お
いしいものをリーズナブルに」を試行
錯誤の末に実現させたそうです。現地
の大衆食堂にいるかのような気分と味
を、中野で楽しんでみませんか。

ベトナム料理店
ビア ホイ チョップをレポート

奥山さんの記事から
Pick Up!

◀︎奥山さんの記事はこちらから


